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教育資金

1. 教育資金とは
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❚教育資金とは、主に子供の幼稚園・保育園入園から大学卒業までにかかる学校教育費用、学校外の学
習活動にかかる費用です。
❚様々なライフイベントの中でも、教育資金・住宅資金・老後資金の3つは「人生の三大資金」と
呼ばれ、多くのお金が必要となります。

学校教育費用の例

授業料

入学金等

通学関係費

（出所）日本政策金融公庫より大和アセットマネジメント作成

留学費用

受験費用

学校外の学習活動にかかる費用の例
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2. 進路別の学費

2

❚国立・公立を選択するか、私立を選択するかによって学習費総額は大きく異なります。
❚仮に小学校から大学まですべて私立に就学した場合、国立・公立のみを選択した場合の約3倍の費用
が掛かります。

国立・公立 私立
小学校
（6年間） 220万円 1,046万円

中学校
（3年間） 163万円 467万円

高等学校
(3年間/全日制) 178万円 352万円

大学
（4年間/昼間部） 256万円 560万円

合計
（16年間） 817万円 2,425万円

※千円単位を四捨五入
※小学校～高等学校の学習費は学校教育費、学校給食費、学校外活動費の合計額。大学の学習費は授業料、その他の学校納付金、修学費、課外活動費、通学費の合計額。
※小学校～高等学校は令和5年度、大学は令和6年度のデータ。国立・公立の小学校～高等学校は公立、大学は国立のデータを使用。
（出所）文部科学省「令和5年度子供の学習費調査」、独立行政法人日本学生支援機構「令和6年度学生生活調査」

国立・公立と私立の学習費比較
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参考：大学生活に必要な費用

❚大学生の生活費をみると居住形態によって大きな差があります。自宅に住む学生と比較して、学寮に
住む学生は約2倍、下宿・アパート等に住む学生は約2.5倍のお金が必要になります。
❚学寮や下宿を利用している学生にとって、住宅・光熱費の負担が大きいことがわかります。
❚この他、学習のための学費が必要になります。

居住形態別の年間生活費

※各項目は国立・公立、私立大学生の生活費の平均値
（出所）独立行政法人日本学生支援機構「令和6年度学生生活調査結果」より大和アセットマネジメント作成

住宅・光熱費が

約4割を
占める
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3. 教育資金を準備する手段

❚教育資金を準備する手段としては、資産運用や貯金、学資保険等を活用するほか、必要になった時に
お金を借りる等があります。
❚お金を借りる場合、奨学金や教育ローン制度を利用することができます。

種類 実施機関 特徴

資産運用
（NISA等）

民間金融機関
（銀行、証券会社等）

 投資信託や株式等の運用により教育資金を準備する方法です。
 元本が保証されていないため、運用結果によっては期待していた教育費を
用意できないケースもある点には注意が必要です。

 NISAは、運用益が非課税となる、個人の資産形成を支援する税制優遇制度
です。

学資保険 各保険会社  高校、大学などの入学時に合わせて祝い金（給付金）が支給されるなど、
学費の積み立てを目的とした保険です。

奨学金
日本学生支援機構

地方自治体
大学等

 返済の必要がある「貸与型」の中には無利息の奨学金があるほか、返済の
必要がない「給付型」の奨学金もあります。

 一般的に返済は学校を卒業した後になります。
 学生本人の学力等によっては利用できないこともあります。

教育ローン 日本政策金融公庫
民間金融機関（銀行等）

 入学前にお金を借りることができます。
 借りたお金は、入学金や授業料だけでなく、教材費やアパートの敷金など
にも使うことが可能です。

 金利や借入限度額、返済方法などの条件は金融機関によって様々です。

（出所）大和証券、独立行政法人日本学生支援機構、日本政策金融公庫より大和アセットマネジメント作成
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参考：奨学金に関するデータ

❚日本学生支援機構の奨学金の状況をみると、返済が必要となる貸与型奨学金の件数は返済が不要な給
付型奨学金の件数を上回っていることがわかります。
❚同時に、2020年4月から始まった「高等教育の修学支援新制度」により給付型奨学金の対象が拡充さ
れたことなどから、近年その件数は増加傾向にあります。
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当資料のお取扱いにおけるご注意
当資料は情報提供を目的として大和アセットマネジメント株式会社が作成したもの
であり、勧誘を目的としたものではありません。
当資料は信頼できると考えられる情報源から作成しておりますが、その正確性・完
全性を保証するものではありません。運用実績などの記載内容は過去の実績であり、
将来の成果を示唆・保証するものではありません。記載内容は資料作成時点のもの
であり、予告なく変更されることがあります。また、記載する指数・統計資料等の
知的所有権、その他一切の権利はその発行者および許諾者に帰属します。
当資料の中で個別企業名が記載されている場合、それらはあくまでも参考のために
掲載したものであり、各企業の推奨を目的とするものではありません。また、ファ
ンドに今後組み入れることを、示唆・保証するものではありません。
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夢をかなえるために、
教育資金を考えてみよう
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